
平成29（2017）年11月発行／枚方市 市長公室 広報課
〒573-8666 大阪府枚方市大垣内町2丁目1番20号　　072-841-1258  　 072-846-5341　

　 kouhou@city.hirakata.osaka.jp　　 http://www.city.hirakata.osaka.jp

70年！

枚方
家族

ひ ら か た か ぞ く

70年！ 枚方家族
枚方市市制施行70周年記念写真集

マイカタちゃいます、

FAX

　枚方市は「地域を盛り上げたい」「もっと住み良

いまちにしたい」という思いを持った、地元を愛す

る人のエネルギーに満ちあふれたまちです。この写

真集は、そんな皆さんからご提供いただいた、家族

や友人と一緒に写った写真を中心に編集し、本市ゆ

かりの著名な方々からも貴重な写真とメッセージを

いただきました。建物や町並みなど風景の移り変わ

りはもちろん、親しい人との何気ない日常のひとコ

マは、枚方市70年の歩みをグッと身近なものにして

くれます。そして、時代は変わっても、まちづくり

の主人公は常に市民の皆さんであることを改めて実

感できます。この写真集を通して、あなたの「枚方愛」

をぜひ、再発見してください。

平成29年11月

枚方市長　伏見 隆



枚方市、市制施行70周年おめでとうございます。
先日、帰郷した時にフラフラと街を歩きましたが、
やはり枚方市は僕の故郷、大好きな街だなと感じました。

当然、僕がいたころから22年の月日が経っており、
移り変わる風景もありますが、変わらない景色もたくさんありました。
淀川の土手、古墳、御殿山図書館、公園や学校、そしてひらパー。

変わったのは最新の物が買える、見られる！

当時、枚方は駅前にビブレしかなかったですし、
楠葉は世界トーナメントをするゴルフ場がある大人の場所でした。
子どもの視点です（笑）。

それが今や枚方の駅前には日本で一番の「枚方T-SITE」があり、
楠葉には最新の複合施設や映画館があります。

進化を続けていますね！枚方市。

久しぶりに自転車で、御殿山の駅前からの坂を駆け上がりたくなります。
あの坂を自転車で足を着かずに上がるのが夢でした。
皆さんも是非、自転車で試してみてください。

家族がいっぱい住む、住みやすい町、枚方。
大好きです。
市制施行70周年おめでとうございます！

岡田 准一

◆おかだ・じゅんいち
　昭和55年大阪府枚方市生まれ。平成７年「Ｖ６」の
メンバーとしてデビュー。その後、俳優としてもドラ
マや映画で活躍。平成29年には映画「関ヶ原」が公開
され、平成30年には映画「散り椿」が公開予定。

▲御殿山駅前の坂道▲御殿山図書館
　（御殿山生涯学習美

術センター）

　この写真集は、おおむね昭和22年以
降に市内で撮影された家族や親戚、友達
などが写っている写真を公募し、56人
から提供いただいた119枚を掲載してい
ます。また、PR大使など枚方ゆかりの
著名人からも写真とメッセージを提供い
ただいたほか、市の所蔵写真なども追加
して構成しています。
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の
あ
る
ま
ち

遊
園
地

応
募
枚
数
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
「
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
」。

菊
人
形
な
ど
が
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
前
は
定
番
の
記
念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
時
代
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
り
ま
す
が
主
役
は
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
た
ち
。

昔
も
今
も
、
市
民
に
と
っ
て
一
番
の
思
い
出
の
場
所
な
ん
で
す
ね
。

　「ロケの神様」の異名を持つマ
ルチタレント。アマチュア時代か
らテレビ・ラジオに出演し、読
売テレビ「どんぶり 5656」でデ
ビュー。関西を中心にさまざまな
番組でのリポーターや、漫談家と
して天満天神繁昌亭への出演など
幅広く活躍している。

タージンさん

　

京
阪
沿
線
育
ち
の
私
に
と
っ
て
枚
方
は

ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、
大
変
身
近

な
街
。
大
阪
市
立
高
校
へ
通
う
と
き
は
、

京
阪
電
車
が
一
番
傾
く
光
善
寺
駅
を
利
用

し
、
枚
方
公
園
・
枚
方
市
・
御
殿
山
・
牧
野
・

樟
葉
に
は
青
春
を
一
緒
に
過
ご
し
た
友
の

顔
と
セ
ピ
ア
色
の
思
い
出
が
あ
る
。
ま
さ

に
故
郷
で
あ
り
、も
う
身
内
感
覚
で
あ
る
。

京
都
へ
行
く
と
き
は
阪
急
で
な
く
必
ず
、

京
阪
に
乗
る
。
車
窓
か
ら
の
景
色
に
懐
か

し
さ
と
ト
キ
メ
キ
が
あ
る
か
ら
だ
。
古
典

落
語
「
三
十
石
夢
乃
通
路
」
で
「
く
ら
わ

ん
か
舟
」
の
登
場
時
に
は
誇
り
さ
え
感
じ

る
。
歴
史
・
文
化
あ
る
枚
方
も
市
制
70
年
。

遊園地　　　のあるまち

　「ひらパー」の愛称で親しまれる枚方の顔。100年以上の歴史を持つ遊園地で年間
100万人以上が訪れます。駅からすぐなので家族連れで気軽に行けるのが魅力です。
夏のプールに冬のスケートなど楽しく過ごす親子連れが一年を通して見られます。

も
う
枚
方
を
「
マ
イ
カ
タ
」
と
は
呼
ば
せ

な
い
！ 

も
う
私
タ
ー
ジ
ン
を
「
た
か
じ

ん
」
と
呼
ば
せ
な
い
！ 

と
も
に
ま
す
ま

す
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

枚
方
ゆ
か
り
の
人

もう枚方を「マイカタ」とは呼ばせない！

遊園地　　　のあるまち

ひらかたパ
ーク

明円勝さん「6 歳頃。こ
ども自動車を運転して自
慢です」（昭和 37 年秋）

ぽんすけさん「ひらかた
パークのジェットコー
スター」（昭和 31 年）

ち
ょ
ん
さ
ん
「
当
時
、
子
ど
も
た
ち

の
間
で
流
行
っ
て
い
た
『
お
か
あ
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
』
の
体
操
『
お
手
々

を
ぶ
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
♪
』
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
昭
和
43
年
）

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
さ
ん
「
ひ
ら
か

た
パ
ー
ク
の
池
の
前
で
父

の
肩
車
」（
昭
和
33
年
４
月
）

５歳頃、島根県の親戚たちとひらかたパークで（中央）。

18
歳
の
頃
。大
阪
市
立
高
校
で
は
落
語
研
究
会
に
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
伊
藤
蘭
の
「
蘭
」
と
、
呂
宋
助

左
衛
門
の
「
助
」
を
と
り
蘭
助(

昭
和
55
年
頃)

。

太
田
潤
さ
ん
「
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
で
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
催
し
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
秋
の
菊
人
形
、
夏
の
プ
ー
ル
、

冬
の
ス
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
た
ち
の
大
好

き
な
場
所
で
す
」（
昭
和
62
年
５
月
）

ち
ず
さ
ん
「
３
歳
の
時
に
母
と
。
ひ

ら
パ
ー
で
の
写
真
は
他
に
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、後
ろ
の
モ
ン
キ
ー

ラ
ン
ド
が
懐
か
し
か
っ
た
の
で
こ
れ

を
選
び
ま
し
た
」（
昭
和
45
年
８
月
）

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ー
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
さ
ん
「
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
ひ
ら
か
た
大
菊

人
形
』
で
の
一
枚
。
連
日
多
く
の
人
が
菊
人
形
を
見
に
来
て
い

ま
し
た
。
１
歳
10
カ
月
の
私
を
抱
っ
こ
し
て
く
れ
る
母
の
服
装

に
70
年
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
母
の
話
で
は
、
こ
の
年
の
テ
ー
マ
は
『
古
都
絵
巻
』
で
、

ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
の
私
が
、
艶
や
か
に
彩
ら
れ
た
菊
人
形
を
と
て

も
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
」（
昭
和
45
年
秋
）

く
ま
さ
ん
「
い
と
こ
と
行
っ
た
ひ
ら
か
た

パ
ー
ク
の
菊
の
前
で
ガ
チ
ガ
チ
に
緊
張
し

て
記
念
撮
影
。
ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
が
ず
れ
落

ち
な
い
よ
う
に
バ
ン
ド
で
と
め
て
い
る
の

が
懐
か
し
い
で
す
」（
昭
和
36
年
）

あっこさん「お嫁入り前のおばと
ツーショット。笑顔が足りない
私。きっとアニメのキャラクター
の大きさに驚いているのではない
でしょうか」（昭和45年春）
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上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

遊園地　　　のあるまち

　本人との共演も果たし
た小林幸子さんをはじめ、
美空ひばりさんや氷川き
よしさんのものまねでテ
レビ番組やイベントで大
活躍。大阪市内のものま
ねパブ「ものまねアラジ
ン」にレギュラー出演中。

君
き み

島
し ま

 遼
りょう

さん

遊園地　　　のあるまち

Hiroty さん「今はもうなくなったアトラ
クションで、母親と３兄弟で撮った一枚。
単純な乗り物アトラクションでももの
すごく楽しかった遊園地であった思い出
が．．．。当時はまだ大菊人形もあり、乗
り物に乗る前に必ず菊人形を無理やり見
せられた記憶があります」（昭和46年）

高
見
彰
彦
さ
ん
「
日
曜
日
、
家
族
５
人
で
ひ

ら
か
た
菊
人
形
へ
行
き
、
菊
そ
っ
ち
の
け
で

遊
園
地
で
遊
ぶ
。
大
変
な
人
出
で
、
帰
り
際

に
迷
子
に
な
り
大
騒
ぎ
。
枚
方
公
園
駅
の
改

札
で
や
っ
と
見
つ
け
ら
れ
、
無
事
に
吹
田
の

家
に
帰
る
事
が
で
き
た
」（
昭
和
39
年
10
月
）

田中茂宣さん・信子さん「枚方市に引っ越してきた
ころで、１歳になる長男がよちよち歩きを始めて、
初めて行ったひらかたパークでの写真です。ひらか
たパークにはジャイアントパンダはいなかったけ
ど、そのころはパンダブームだったのかな。３年後
に妹が生まれ、それから家族やお友達と何度も遊び
に行った思い出の場所です」（昭和 53 年）

ミ
ワ
さ
ん
「
家
族
三
代
で
菊
人
形
へ
行
き
ま
し
た
。

28
年
前
の
写
真
で
す
が
、
そ
の
頃
は
菊
人
形
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

枚
方
市
と
言
え
ば
菊
人
形
で
、
当
時
の
自
己
紹
介

に
は
必
ず
、『
菊
人
形
で
有
名
な
枚
方
市
出
身
で
す
』

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
『
岡
田
く
ん
出
身
の
枚

方
市
で
す
』
で
す
ね
！
」（
平
成
元
年
10
月
）

ぼ
く
さ
ん
「
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
の
ボ
ス

ボ
ロ
ッ
ト
の
前
で
撮
影
。
ひ
ら
か
た

パ
ー
ク
で
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
記
憶

に
な
い
ゼ
～
～
ッ
ト
」（
昭
和
48
年
頃
）

ひらパー姉さん「冬にひらかたパークに行った時
に撮った写真です。ひらパー園長の岡田准一さん
がＣＭで着ていた枚方パーカーを着てテンション
が上がりまくっている一枚です。その他にもスケー
トをしたり、イルミネーションを見たりと全力で
楽しみました。枚方いいとこ！」（平成28年12月）

枚
方
ゆ
か
り
の
人

家族とよく行ったひらかたパーク
　

市
制
施
行
70
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昭
和
30
年
代
に
建
て
ら
れ
た
東
牧

野
府
営
住
宅（
現
在
は
団
地
に
建
て
替
え
）

で
生
ま
れ
育
ち
、
近
隣
に
は
祖
父
母
（
柳

元
、
西
尾
）
も
住
み
、
二
軒
隣
の
岡
本
さ

ん
夫
妻
は
実
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
家
族
と
は
よ
く
ひ
ら

か
た
パ
ー
ク
に
も
行
き
、
楽
し
い
思
い
出

の
あ
る
場
所
で
す
。
Ｖ
６
岡
田
准
一
さ
ん

が
ひ
ら
パ
ー
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
お
か
げ
で
、
地
方
の
方
か
ら
も
「
枚

方
＝
ひ
ら
パ
ー
の
あ
る
場
所
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
私
も
枚

方
出
身
者
の
一
人
と
し
て
、
枚
方
を
盛
り

４歳の時にひらかたパークで妹と（平成７年頃）。

髙野孝さん「当時名物の『ひらか
た大菊人形』の入り口前で撮影。
家内と長女、次女は欠席。後方に
は菊人形の展示場。毎年、ひら
パーには家族連れでよく訪れてい
ました」（平成４年11月）

ｋ
ｙ
ｏ
ｎ
さ
ん
「
当
時
、
小
４
の
私
と
４
歳
の
妹
。
あ
る
日
学
校
に
行

き
た
く
な
い
と
駄
々
を
こ
ね
て
朝
か
ら
母
を
困
ら
せ
大
喧
嘩
。
昼
過
ぎ

に
気
持
ち
も
落
ち
着
き
、
母
が
私
と
妹
に
『
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
に
行
こ

う
』
と
連
れ
出
し
て
く
れ
た
。
学
校
を
ず
る
休
み
し
て
遊
び
に
行
く
こ

と
が
す
ご
く
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
で
ド
キ
ド
キ
し
て
、
写
真
に

顔
が
写
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
見
る
の
は
家
族
だ
け
な
の
に
。
と

い
う
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
の
写
真
で
す
」（
昭
和
61
年
夏
）

小
学
３
年
生
の
時
、
岡
本
さ
ん
夫
妻
と
ひ
ら
か
た

パ
ー
ク
で
（
平
成
12
年
頃
）。
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学校思い出詰まった

　17歳で芸能界入りしテレビ・
ラジオで幅広く活躍。近年は、「走
る男」として再ブレイク。全国
のマラソンイベントにゲストラン
ナーとして招かれている。

森
も り

脇
わ き

 健
け ん

児
じ

さん

思
い
出
詰
ま
っ
た

学
校

先
生
や
友
人
と
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
学
校
園
。

運
動
会
で
の
活
躍
や
緊
張
し
た
面
持
ち
の
入
学
式
な
ど
な
ど
。

時
代
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
に
も
注
目
で
す
。

遊園地　　　のあるまち

Ｃ
Ｋ
さ
ん
「
枚
方
高
校
の
体
育
祭

で
リ
レ
ー
の
ア
ン
カ
ー
で
頑
張
り

ま
し
た
」（
昭
和
40
年
10
月
）

Toshiya さん「『ウルトラセブンと地球防衛軍』
の前で。人気の高いウルトラセブンの必殺技（チョ
ンマゲがブーメランのように飛ぶアイスラッ
ガー）を、テレビで興奮しながら見ていました。
毎年秋には同じ後ろの建物で『ひらかた大菊人形』
の見流しが行われていました」（昭和43年）

る
う
に
い
さ
ん
「
枚
方
市
史
上
一
番
熱
か
っ
た
で
あ
ろ
う
日
曜
日
に
撮
っ
た

一
枚
で
す
。
ひ
ら
パ
ー
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
に
友
人
が
参
加
し

た
後
の
写
真
な
の
で
す
が
、
主
役
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
も
恥
を
捨
て
、

コ
ミ
カ
ル
で
サ
ン
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
、
ど
こ
か
三
代
目
で
見
た
よ
う
な
ダ
ン
ス

を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
太
陽
の
日
照
り
に
気
を
取
ら
れ
す
ぎ
た
挙
句
、

う
っ
か
り
両
腕
に
真
っ
赤
な
日
焼
け
跡
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
主
役
は

そ
の
日
、
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
に
大
き
な
爪
痕
を
残
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
僕
史
上
一
番
熱
い
日
曜
日
で
し
た
」（
平
成
29
年
６
月
）

芝ゆきさん「家族でひらかたパークのプー
ルに遊びに行ったときの写真です。写って
いるのは私の兄で、私は満員のプールで迷
子になり泣いてふてくされていました（写
真には写っていません）。よく迷子になっ
ていたことを思い出します。当時は学校の
プール以外でプールといえばひらかたパー
クしかなかったので本当に楽しかったで
す」（昭和42年か43年）

枚
方
ゆ
か
り
の
人

いつも優しく迎えてくれる
素敵な街

　

昭
和
50
年
代
の
枚
方
市
は
子
ど
も
達
で

あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
か
ら

も
子
ど
も
達
の
声
が
聞
こ
え
て
い
て
、
僕

の
入
学
し
た
第
一
中
は
１
学
年
が
15
組
も

あ
っ
た
超
マ
ン
モ
ス
校
で
し
た
。
今
は
子

ど
も
の
数
は
多
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
の
枚
方
市
は
学
生
も
多
く
活
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
魅
力

の
あ
る
街
だ
か
ら
活
気
が
あ
り
、
自
然
豊

か
で
そ
れ
で
い
て
ほ
ど
よ
く
都
会
な
枚
方

は
い
つ
も
僕
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
る
素

敵
な
街
で
す
。

　枚方市は昭和30年代後半以
降、宅地開発が進んで転入者が
増加し、子どもの数も急増しま
した。市は昭和40年から20年
かけて46の小・中学校を新設
しました。特に45年以降は校
舎の増築や学校の新設が子ども
の増加に追いつかず、校庭の大
半をプレハブ教室が占める学校
もあるほどでした。

将
和
さ
ん
「
北
牧
野
小
学
校
で
行
わ
れ
た
区
民
体

育
祭
の
様
子
。
写
真
の
背
景
は
増
築
工
事
が
行
わ

れ
る
前
の
府
営
住
宅
。
当
時
は
お
風
呂
も
な
く
み

ん
な
で
銭
湯
に
行
っ
て
ま
し
た
」（
昭
和
53
年
）

昭和53年、殿山第一小学校の運動会で走る６年生の森脇さん（左）。

くまさん「ボール蹴り競争で一番を競っています。
当時は足袋の着用が多かったのですが、裸足にサ
ポーター着用が格好良いと思ってました。ちなみに
この後、ボールが観覧席に行ってしまい一等賞はも
らえませんでした」（昭和43年、菅原小学校）

Hiroty さん「殿山第二小学校
運動会。校舎は今もそのまま
ですが、手前の給食棟はもう
ありません。当時流行の屋上
から吊り下げた手作り垂れ幕
が懐かしいです」（昭和52年）

伏見隆さん「父母、兄、姉とひらかたパー
クで。家族みんなで写っている写真は全て
ひらかたパーク。この時、弟はまだ生まれ
ていない。私は『枚方生まれ枚方育ち』、
正確に言うと、『禁野本町生まれひらパー
育ち』だったみたい」（昭和45年５月）

武
田
正
德
さ
ん
「
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク

を
出
て
、
枚
方
公
園
駅
へ
向
か
う

『
お
か
え
り
道
』。
駅
ま
で
の
道
は
い

ろ
ん
な
出
店
が
あ
っ
て
、
と
て
も
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
」（
昭
和
39
年
）
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　現代美術家で京都造形大学教
授。平成13年の横浜トリエンナー
レで発表した全長50ｍの巨大
バッタのバルーン「インセクト・
ワールド」が大きな話題を呼ぶ。
京都国立近代美術館などで個展を
行うほか、瀬戸内国際芸術祭のエ
リアディレクターも務める。

 椿
つばき

 昇
のぼる

さん

学校思い出詰まった 学校思い出詰まった

将和さん「北牧野小学校（廃校）の
入学式の風景。写真左にあるのはプ
レハブ教室だと思います」（昭和51年）

Ｍ・Ｍさん「中学時代はソフトボー
ル部、当時の一中はソフトボールの
強豪校でした。この試合は１番ショー
トで出場。ホームを踏む瞬間、よく
ぞ撮ってくれました！」（昭和46年春）

ミワさん「娘が６年間お世話になった小倉保育所。四季
折々の行事を楽しみ、元気に通所してくれました。当時
５歳だった娘も今や社会人。近くを通ると当時の様子が
今も思い出されます」（平成３年５月）

枚
方
ゆ
か
り
の
人

　

中
学
１
年
に
な
っ
た
途
端
、
右
も
左
も

分
か
ら
な
い
の
に
担
任
の
先
生
か
ら
い
き

な
り
学
級
委
員
長
を
し
な
さ
い
と
言
わ
れ

た
事
だ
け
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
と
に

か
く
女
子
が
身
体
も
大
き
い
し
、
お
ま
せ

で
ま
ぶ
し
く
感
じ
た
黒
服
デ
ビ
ュ
ー
で

あ
っ
た
。
香
里
ケ
丘
の
７
丁
目
に
住
ん
で

い
た
の
で
、
坂
道
を
下
っ
た
す
ぐ
そ
ば
に

四
中
が
あ
っ
た
。
五
常
小
学
校
の
時
は
ま

っ
た
く
の
運
動
音
痴
だ
と
思
っ
て
い
た
の

に
結
構
リ
レ
ー
で
足
が
早
い
事
に
気
付
い

た
り
… 

ち
ょ
っ
と
毛
沢
東
に
憧
れ
た
り
し

な
が
ら
も
、
地
味
で
の
ど
か
な
中
学
生
生

活
を
過
ご
し
た
青
春
の
枚
方
が
懐
か
し
い
。

のどかな青春過ごした枚方が懐かしい

本山菊子さん「聖母女学
院幼稚園の一日動物園で
した」（昭和58年９月）

守岡憲一さん「渚保育所の運動会が終わっ
たところです。子どもたちの演技を見て少
しホロリ。健やかな成長を願っています」
（平成28年10月）

第四中入学式後のクラス写真（昭和41年。最上段左から４人目）。

Ｙ
さ
ん
「
山
田
小
学
校
の
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
を
背
に
。
町
内
の
お

祭
り
で
」（
昭
和
54
年
頃
）

きっしさん「上の子が小学校に入学
する直前に枚方市へ引っ越してき
ました。その子も今は高校３年生で
す！ 枚方で育った子どもたち、こ
れから視野はきっと広がっていき
ますが、育ったまち『枚方』の思い
出は忘れないでいてほしいです！」

（平成 18 年４月）

小嶋豊司さん「53年前の秋、青空の校庭
にて、しゃがんだ姿勢で人文字を作り、
上空を１機のセスナ機が撮影飛行しまし
た。私は１年生でした」（昭和39年10月）
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家
族
で
お
参
り

初
詣
や
お
宮
参
り
は
家
族
み
ん
な
で
出
掛
け
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

皆
さ
ん
お
め
か
し
し
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
、
家
族
の
幸
せ
や

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
場
所
で
す
ね
。

　俳優・歌手。昭和52年デビュー
以来、テレビや舞台などマルチに活
躍を続ける。歌手デビュー40周年
を迎えた今年、自身の作詞作曲に
よる新曲リリース、舞台演出家デ
ビューなど新たな展開を見せた。

川
か わ

﨑
さ き

 麻
ま

世
よ

さん

　

実
家
は
枚
方
公
園
駅
前
で
「
喫
茶
コ
ハ

ク
」
を
経
営
し
て
い
る
。
今
年
60
周
年
に

な
る
。
そ
こ
か
ら
踏
切
を
渡
り
し
ば
ら
く

歩
く
と
「
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
」
が
見
え
て

く
る
。
今
は
亡
き
祖
父
が
、
園
内
で
「
こ

ど
も
自
動
車
」
と
い
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
当
時
経
営
し
て
い
て
年
中
遊
び
に
行
っ

て
い
た
。
そ
の
倉
庫
兼
工
場
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
玩
具
を
作
っ
た
り
思
い
出
は
尽
き
な

い
。
そ
し
て
娘
が
誕
生
し
た
時
に
は
「
意

賀
美
神
社
」
で
家
族
揃
っ
て
お
宮
参
り
を

し
た
。
私
に
と
っ
て
枚
方
は
ま
さ
に
愛
す

る
街
、
心
癒
さ
れ
る
故
郷
な
の
だ
。

お参り家族でお参り家族で

「枚方は、私のたいせつな
ふるさとです」

　大正２年、現在の枚方上之町
生まれ。枚方尋常小学校１年
生まで枚方で過ごす。映画「社
長」シリーズや舞台「屋根の上
のヴァイオリン弾き」など昭和
を代表する国民的俳優として活
躍。昭和59年に枚方市名誉市民
となる。平成３年に文化勲章を
受章。平成21年死去（96歳）。
同年に国民栄誉賞を受賞。

森
も り

繁
し げ

 久
ひ さ

彌
や

さん

髙
野
孝
さ
ん
「
次
女
７
歳
の
七
五
三
。
百
済
王
神

社
の
旧
境
内
で
。
左
か
ら
２
番
目
の
祖
母
は
10
年

前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
二
人
の
孫
を
大
変
か
わ

い
が
っ
て
い
た
祖
母
で
し
た
」（
平
成
２
年
11
月
）

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
さ
ん
「
意

賀
美
神
社
で
七
五
三
」

（
昭
和
36
年
11
月
）

黒子ちゃん「小学校２年生の時に枚方に引っ越
してきて以来、40年以上毎年欠かさずお正月
は山田神社に初詣に行っています。この写真は
小学５年生の時、母と。たぶん家族４人（父・
兄）で行った時のものです」（昭和50年１月）

甲
斐
春
佳
さ
ん
「
あ
な
た
よ
あ
な

た
よ
し
あ
わ
せ
に
な
れ　

７
歳
」

（
平
成
26
年
11
月
、
春
日
神
社
）

KAZUさん「意賀
美神社で宮参り」
（昭和32年５月）

奈緒さん「祖父母と一緒に着物
を着て初詣に行きました」（昭
和55年１月、交野天神社）

意
賀
美
神
社
境
内
の
石
段
に
座
り
笑
顔
の
森
繁
さ
ん（
昭
和
33
年
頃
）

≪
写
真
提
供
：
眞
先
友
宏
さ
ん
≫

枚
方
ゆ
か
り
の
人

愛する街、心癒される故郷

平成２年、家族揃って意賀美神社でお宮参り。
昭和44年頃、ひらかたパークの「こども自動車」で（中央上）。

※市制施行60周年メッセージより
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は
ま
ち
の
顔

駅
前

で
遊
ぶ

公
園

　１日９万人以上が利用する京阪電車の主要駅。平成５年に高架化工事が完了。特急が終
日停車します。昨年春には枚方市駅前が発祥の地である「蔦屋書店」を中心とした「枚方
T-SITE」がオープンしました。

駅前はまちの顔公園で遊ぶ

枚方市駅前

　枚方のほぼ真ん中にある四
季の自然を楽しめる74ヘク
タールの公園。芝生の丘や多
彩な遊具を楽しめる広場をは
じめ、季節の花の見どころや
無料のバーベキュー広場は多
くの人でにぎわいます。

山田池公園 ま
ち
の
成
長
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
駅
前
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
。

蒸
気
機
関
車
や
三
輪
自
動
車
が
懐
か
し
い
人
も
多
い
の
で
は
。

近
所
の
公
園
は
一
番
身
近
な
遊
び
場
。

兄
弟
で
遊
ん
だ
り
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
散
歩
し
た
り
。

子
ど
も
た
ち
の
表
情
も
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

明円勝さん「国鉄片町線津田駅。当時は単
線だったのでお昼頃に上り貨物992列車が先
に到着した後、下り貨物993列車が長尾方向
から到着して交換しました」（昭和44年）

Ｍ・Ｍさん「山田池公園の浮見堂と
次女です。子どもの小さい頃は山田
池公園へ行って、家族でキャッチ
ボール等、よくボール遊びをしまし
た。今でも休日の朝ジョギングをし
ていますが、当時の木々が大きく成
長し、陰となって気持ちよく走って
います」（平成６年９月）

本山菊子さん「３歳の娘
が今は亡き夫と以楽公園
のアヒルにえさのパンを
あげているところです」
（昭和55年11月）

大
西
信
子
さ
ん
「
テ
レ
ビ
で
山
田
池
公
園
の

花
菖
蒲
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
住
ん

で
い
る
所
か
ら
は
少
し
離
れ
て
ま
す
の
で
初

め
て
知
り
出
掛
け
ま
し
た
。
公
園
内
の
車
止

め
で
し
ょ
う
か
、
道
の
真
ん
中
に
あ
り
ま
し

た
。
娘
５
歳
で
す
」（
昭
和
58
年
６
月
）

▶ ︎高架化工事中の枚方市駅
　　(平成2年3月）

明円勝さん「国鉄片町線津田駅へ
お母さんと一緒に汽車を見に来た
男の子。この子は現在50歳くらい
でしょうか」（昭和46年）

Salam Ahmedさん「T-SITE is my favorite place 
in Hirakata City. It's also where my workplace 
is. I love T-SITE because the interior is always 
changing according to seasons or festivals, it 
feels like the building is alive. I'm Canadian 
so I was really happy to see a big Canadian f lag  
at the entrance of T-SITE in July celebrating 
150th Canada Day.」（平成29年６月）

Gabrielさん「I am happy Hirakata is the 
city I work in. There are many restaurants 
where I can eat delicious foods. The 
people are always friendly and T-SITE is 
beautiful to look at. 」（平成29年６月）

湯
浅
博
さ
ん
「
当
時
の
宮
之
阪
１
丁
目
の
様

子
（
京
阪
宮
之
阪
駅
前
踏
切
）。
車
も
三
輪

が
走
っ
て
ま
し
た
」
（
昭
和
45
年
頃
）

Ｙ
さ
ん
「
枚
方
市
駅
ホ
ー
ム

に
て
、
亡
き
祖
母
と
そ
の
弟

妹
家
族
」（
昭
和
32
年
頃
）
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　読売テレビの解説委員長などを
務め、現在はニュースキャスター
として多くのテレビ番組に出演し
ている。

辛
し ん

坊
ぼ う

 治
じ

郎
ろ う

さん

　

私
が
枚
方
市
に
住
み
始
め
た
の
は
、
読

売
テ
レ
ビ
に
入
社
し
た
１
９
８
０
年
４
月

の
事
で
す
。
当
時
、
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で

い
た
伯
父
に
ア
パ
ー
ト
を
見
つ
け
て
も

ら
っ
た
縁
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
多
少
の
出

入
り
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
で
家
庭
を

作
り
、
子
育
て
し
て
き
ま
し
た
。
淀
川
河

川
敷
の
公
園
に
は
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て

自
転
車
で
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
大

き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
と
共
に

豊
か
な
自
然
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
こ
の
ま

ち
が
大
好
き
で
す
。

公園で遊ぶ 公園で遊ぶ

萌々香さん「おばあ
ちゃんとお花見がて
ら犬の散歩に行きま
した」（平成13年４
月、楠葉東公園）

Ｏ
さ
ん
「
お
正
月
に
家
か
ら
歩
い
て
30

分
程
、
百
済
王
神
社
に
よ
く
初
詣
に
行

き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
い
つ
も
百
済
寺

跡
を
散
策
し
ま
し
た
」（
平
成
２
年
１
月
）

髙野孝さん「百済王神社で長女と次女の
七五三参りをした後、隣の百済寺跡公園
（家が隣でしたのでよく遊びました）で
撮影。紅葉がきれい」（昭和61年11月）

粟
田
佳
宏
さ
ん
「
市
役
所
入
職
１
年
目
。
岡

東
中
央
公
園
で
同
期
と
撮
っ
た
写
真
。
今
は

舞
台
や
ス
ロ
ー
プ
が
で
き
て
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
水
路
前
の
ベ
ン
チ
で
。
後
ろ
に
見
え

る
建
物
は
別
館
」（
平
成
２
年
７
月
）

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
「
花
し
ょ
う
ぶ
園
。
菖
蒲
の
時
期

で
は
な
い
の
で
菖
蒲
は
咲
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
る
市
民
の
森
で
す
。

子
ど
も
が
小
さ
い
頃
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
森
で
水

遊
び
も
楽
し
み
ま
し
た
。
当
時
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
な
か
っ
た
の
か
訪
れ
る
人
も
少
な
く
、
隠

れ
た
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
」（
平
成
３
年
９
月
）

伴晴香さん「トンボメガネの母が私を抱っこしています。父と
一緒に香里ケ丘の公園（たぶん現在の保坂医院の近くでは）で
お散歩したときのもの。当時母は24歳。このとき母が着てい
る洋服は、かなり最近まで母がとっていたので覚えています。
私は長女だったので、写真の枚数がとても多くて、２歳下の妹
がよく怒っていました。モノクロ写真も多いのですが、これは
カラー。出始めの頃でしょうか」（昭和44年夏頃）

枚
方
ゆ
か
り
の
人

自然がふんだんにある
このまちが大好き

淀川河川公園で家族を撮影（平成12年）。

きっしさん「枚方に転居してほぼ
２年目、年賀状の写真にと近所の
公園で撮影しました。枚方での生
活にも慣れたころでした」（平成
19年12月、津田公園）

　広大で自然豊かな淀川の河川沿いに広がる国
営公園で、散歩やジョギングを楽しむ人、親子
連れなどでにぎわいます。枚方地区には野球や
サッカーができるスタジアム、半円形の屋外ス
テージ「アクアシアター」などがあり、さまざ
まなイベントを開催しています。

淀川河川公
園

わんさん「ドッグランもある東
部公園。スタジアムの前に立っ
ている４歳の長男の姿がよく分
からないほど広いです。向こう
には京田辺市街地が見渡せま
す」（平成29年５月）

田
中
茂
宣
さ
ん
・
信
子
さ
ん「
６
歳
の
長
男
と
２
歳
の
長
女
。

淀
川
河
川
敷
の
芝
生
で
よ
く
遊
ば
せ
ま
し
た
。
二
人
と
も

こ
こ
で
自
転
車
の
補
助
な
し
の
練
習
を
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
今
は
孫
が
５
人
枚
方
市
に
お
り
、
河
川
敷
に
連
れ

て
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
当
時
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
風
景
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
」（
昭
和
58
年
３
月
）



1819

の
あ
る
風
景

団
地

団地のある風景団地のある風景

住
宅
都
市
と
し
て
人
口
が
急
増
し
た
枚
方
市
を
象
徴
す
る
団
地
。

子
ど
も
た
ち
は
コ
マ
回
し
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
な
ど
、

時
代
ご
と
の
流
行
の
遊
び
で
大
盛
り
上
が
り
で
す
。

伏見隆さん「祖父に連れられ、
兄・姉と。香里団地の大丸ピー
コック付近と思われる。この頃
の記憶はほとんどないが、祖父
母は和服姿の記憶が残ってい
る」（昭和45年）

ハニーさん「小学4年生の時、田淵が巨人戦で
放ったサヨナラホームランをテレビで見て大の
阪神ファンになりました。ユニフォームを買っ
てもらって家の近くのグラウンドでポーズ。で
も恥ずかしくてこの後は一度も着なかったよう
な…」（昭和50年頃、中宮団地）

大
西
信
子
さ
ん
「
娘
２
歳
３
カ
月
。

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
当
時
流

行
の
『
キ
ャ
ン
デ
ィ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
自
転
車
に
乗
っ
て
得
意
げ
で
す
」

（
昭
和
55
年
11
月
、
桜
丘
団
地
）

　昭和31年、旧陸軍の火薬製造所跡で
造成がスタート。139万平方メートル、
5214 戸の規模は当時「東洋一のマン
モス団地」と呼ばれ、「つづり方兄妹」
「喜劇・団地親分」など映画の舞台にも
なりました。

香里団地

伴
晴
香
さ
ん
「
女
性
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
る
の
が

私
。
母
の
出
産
を
聞
い
て
、
母
が
勤
め
て
い
た
会
社

の
同
僚
が
お
祝
い
に
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
そ
う
。
母

の
お
友
達
は
み
ん
な
お
し
ゃ
れ
で
美
人
。
着
て
い
る

服
は
当
時
の
流
行
の
ス
タ
イ
ル
で
す
」
（
昭
和
44
年

夏
頃
、
香
里
団
地
大
丸
ピ
ー
コ
ッ
ク
前
）

伏見隆さん「香里ケ丘６丁
目の祖父母の家の前で姉
と。バスが大好きで、菊ヶ
丘から丘を越えて現われる
シーンを今でも覚えてい
る。この時もそうだったか
な。姉と目線が違う」（昭
和45年11月）

Toshiyaさん「手前の平屋は中宮北町の近畿財務局枚方
宿舎で、後ろに見えるのは中宮第三団地。新しい団地
はとてもモダンで、時々見上げていました。近所で犬
を飼っていたお兄さんと妹の三人で写真撮影。犬の苦
手な私と妹のために、いつもかわいがっていた犬の耳
をしっかりとつかんでくれました」（昭和45年）

ハニーさん「おそらく小学４年生の
時。当時はローラースケートが大ブー
ムで、放課後はいたるところで『ガー
ガー』とスケートの音が鳴り響いてい
ました。きっとうるさかったでしょう
ね」（昭和50年頃、中宮団地）

将和さん「みんなでコマ鬼を
やっている様子。コマを回せ
ないと参加できないのでみん
な一生懸命練習しました。ほ
とんどの子どもが阪神の帽子
をかぶってますね」（昭和53
年頃、府営北牧野団地）

▶昭和37年には
ケネディ大統領
の弟で当時の司
法長官ロバート・
ケネディ夫妻も
訪れました。

▼入居が始まった香里団地（昭和33年）
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楽
し
い
お
祭
り

お祭り楽しいお祭り楽しい

　五穀豊穣を願い約300
年前に始まったといわれ
る伝統行事。現在も毎
年10月「エラサッサー」
の掛け声とともに市駅周
辺を４町のみこしが練り
歩きます。

ふとん太鼓
伝
統
行
事
か
ら
市
民
が
創
り
出
し
た
新
た
な
お
祭
り
ま
で
、

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
枚
方
市
。

地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
市
民
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

佐藤進さん「枚方～伊加賀
三和のタイコダイ（フトン
ダイコ）」（昭和30年秋）

KAZUさん「岡東ふと
ん太鼓と父と仲間」
（昭和30年代前半）

Ｂ
Ｏ
Ｗ
＆
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
さ
ん
「
牧
野
公
民
館
で
の

第
１
回
ひ
ら
か
た
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

師
匠
と
の
１
コ
マ
。
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
今
年
で
29
回
目
を
迎
え
る
と
聞
い
て
、
月
日

の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
」
（
平
成
２
年
）

湯浅博さん「宮之阪１丁
目の地蔵盆」（昭和45
年～50年頃）

保
坂
さ
ん
「
枚
方
市
役
所
近
く
の
公
園
で
開
催

さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
友
達
と
撮
っ
た
写
真

で
す
。
屋
台
が
出
て
い
た
り
、
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ

が
着
れ
る
体
験
ブ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
と
楽
し

か
っ
た
で
す
」
（
平
成
28
年
５
月
）

石
田
智
則
さ
ん
「
枚
方
宿
ジ
ャ
ス
ス
ト
リ
ー
ト

２
０
０
７
を
見
学
し
た
後
、
仲
良
し
３
人
組
で

大
阪
城
公
園
ま
で
ア
ク
ア
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
に
乗
船
。

好
天
に
恵
ま
れ
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
パ
チ
リ
。

ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
の
観
覧
車
が
建
設
中
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
影
か
ら
の
ぞ
い
て
お
り
、
良
い
思
い

出
の
写
真
と
な
り
ま
し
た
」（
平
成
19
年
11
月
）

萌々香さん「母とおばの家族と
みんなで近所（須山町）のお祭
りに行きました。浴衣や甚平を
着ておすましです。この時にす
くった金魚はまだ元気に泳いで
います」（平成 15 年８月）

芝
ゆ
き
さ
ん
「
菊
丘
南
町
に
あ
る
松
下
電
器
工
学
院
（
当
時
）
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
イ
ベ
ン
ト
で
撮
影
し

た
写
真
で
す
。
北
河
内
地
区
か
ら
た
く
さ
ん
の
ス
カ
ウ
ト
が
集
ま
り
、

友
情
ゲ
ー
ム
や
野
外
活
動
の
ス
キ
ル
を
競
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。
後
ろ
に
写
っ
て
い
る
の
が
松
下
電
器
体
育
館
で
、
当
時
と

し
て
は
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
話
題
を
呼
び
ま
し
た
」（
昭
和
47
年
２
月
）

雲川令子さん「第２回宮之阪七夕ま
つりの写真です。今年29回を数え、
大勢の人たちでにぎわう宮之阪七夕
まつりも、平成元年に住民有志が、
通りに十数本の七夕笹を飾り付けて
始まりました。翌年その中心の京都
信用金庫前広場に頑丈な鉄の枠組み
が作成され、皆で協力して６メート
ルの大竹４本を立て、七夕飾りを取
り付けました」（平成２年７月）

　20年近く親しまれた「淀川ま
つり」を受け継ぎ、市民主体の祭
りとして昭和51年に始まりまし
た。現在は毎年８月、２日間にわ
たり枚方市役所周辺で行われ、約
10万人が訪れる枚方最大の祭り
として親しまれています。

枚方まつり

▲延べ17万人が訪れた第１回枚方まつり(昭和51年)
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仲
良
く
お
出
か
け

お出かけ仲良く

松
ま つ

浦
う ら

 雅
ま さ

也
や

さん

　

牧
野
高
校
を
卒
業
し
、
大
学
へ
通
っ
て

い
た
１
９
８
１
年
頃
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

の
音
楽
作
り
に
熱
中
し
夜
遅
く
帰
宅
し
て

い
ま
し
た
。
樟
葉
駅
前
に
あ
っ
た
塔
の
光

を
ぼ
ん
や
り
眺
め
な
が
ら
、
未
完
の
曲
の

そ
の
先
を
よ
く
考
え
た
も
の
で
す
。
少
し

あ
と
に
、
塔
の
写
真
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
し

て
、
最
初
の
自
主
盤
は
完
成
し
ま
し
た
。

36
年
経
ち
、
風
景
は
随
分
変
わ
り
ま
し
た

が
、
塔
は
そ
の
ま
ま
の
よ
う
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
姿
形
を
変
え
て
い
く
街
や
創
作

　樟葉駅前に広がる大阪府内有数のショッピング
モール。衣料やインテリア、雑貨店、レストラン
など約240店舗が揃うほか、最新機能を備えたシ
ネマコンプレックスで映画も楽しめます。

くずはモー
ル

お出かけ仲良く

お
買
い
物
や
食
事
に
プ
ー
ル
に
キ
ャ
ン
プ
場
。

家
族
や
友
達
同
士
で
仲
良
く
お
出
掛
け
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
。

大
人
が
買
い
物
し
て
い
る
間
、
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
遊
園
地
は

子
ど
も
た
ち
の
オ
ア
シ
ス
で
し
た
。

明円勝さん「旧国鉄大阪鉄道管理局から枚方市へ無償貸与された蒸気機
関車D51が建設中のくずはモールに搬入された直後の様子です。この機
関車は国鉄吹田第一機関区で廃車となり片町線をC11型の蒸気機関車に
引かれて津田までやって来て当時建設中の京阪くずはモールの中央に設
置された直後に撮影しました。今では建設中の工事現場に子どもが入る
事はあり得ませんが当時は自己責任でしたね」（昭和46年10月）

す
ど
ん
さ
ん
「
我
が
家
に
は
何
か
と
く
ず
は

モ
ー
ル
の
こ
の
場
所
で
写
真
を
撮
る
と
い
う
習

慣
が
あ
り
、
こ
の
写
真
も
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
１
つ
で
す
。
今
は
な
き
く
ず
は
モ
ー
ル
街
。

も
っ
と
写
真
を
撮
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ

と
今
更
後
悔
し
て
い
ま
す
」（
１
９
９
０
年
代
）

奈
緒
さ
ん
「
お
母
さ
ん
の
買
い
物
が
終
わ
る
の

を
汽
車
の
広
場
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な

が
ら
お
父
さ
ん
と
妹
と
待
っ
て
い
ま
し
た
」

（
昭
和
51
年
10
月
、
く
ず
は
モ
ー
ル
街
）

枚
方
ゆ
か
り
の
人最初の自主製作版。

樟葉駅前ロータリーの照明塔。

樟葉駅前の照明塔をアルバムのジャケットに

▶

昭和47年、前年開業した新しい
樟葉駅前にオープンしたくずはモー
ル街。当時珍しかった広域型ショッ
ピングセンターの先駆けとして大き
な注目を集めました。

を
称
え
て
、
今
回
「
未
完
の
塔
」
と
勝
手

に
命
名
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

　ミュージシャン、ゲームデザイナー、プ
ロデューサー。打ち込み音楽の先駆ユニッ
ト「PSY･S（サイズ）」で昭和60年にデ
ビューし、12枚のアルバムをリリース。
数々のゲームを制作し、プレイステーショ
ン用ゲームソフト「パラッパラッパー」は、
その後の音楽ゲームブームの先駆となり
70カ国以上でリリースされた。

湯浅博さん「三越枚方店
の屋上から高槻方面を見
ると、新幹線が見えた」
（昭和45年～48年頃）

松
井
茂
夫
さ
ん
「
ビ
オ
ル
ネ
南
西
角
の
外
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

あ
る
場
所
、
60
年
前
こ
こ
に
は
履
物
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
大
き

な
長
靴
と
地
下
足
袋
の
広
告
見
本
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
あ

る
日
、
新
聞
記
者
が
地
方
版
に
載
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
近

所
の
子
ど
も
（
私
）
が
連
れ
て
来
ら
れ
、
に
わ
か
モ
デ
ル
に
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
」
（
昭
和
32
年
頃
、
岡
本
町
商
店
街
）

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ー
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
さ
ん
「
現
在
の
香

里
ヶ
丘
の
ピ
ー
コ
ッ
ク
や
ｋ
ｏ
ｒ
ｉ
ｏ
付
近

で
す
。
昔
は
七
夕
の
時
期
に
七
夕
飾
り
を
し

て
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ビ
ー
チ
パ
ラ

ソ
ル
で
暑
さ
を
し
の
ぎ
、
く
つ
ろ
い
で
い
る

様
子
が
伝
わ
り
ま
す
」（
昭
和
45
年
７
月
）

あ
っ
こ
さ
ん
「
両
親
と
息
子
た
ち
と
近
鉄

百
貨
店
へ
。当
時
、屋
上
に
は
遊
具
や
ゲ
ー

ム
等
が
あ
り
、
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。
夏
休
み
の
ホ
ッ
と
す
る
時
間
で

す
。
次
男
は
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
真
似

て
の
ポ
ー
ズ
で
す
」（
平
成
７
年
）

布
施
英
之
さ
ん
「
な
み
は
や
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
会
場
の
総
合
体
育
館
へ
行
っ
た
と
き
、
当

時
は
道
路
を
挟
ん
だ
正
面
の
畑
に
コ
ス
モ
ス

を
植
え
て
選
手
を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。
大

き
な
カ
ボ
チ
ャ
も
飾
っ
て
あ
り
、
息
子
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
」（
平
成
９
年
10
月
）
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お出かけ仲良く

方
市
の
70
周
年
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
20

周
年
、
30
周
年
を
迎
え
て
い
き
た
い
。

お出かけ仲良く

　平成11年結成のロックバンド。デ
ビュー曲「ツバサ」が40万枚の大
ヒットを記録。アニメ「弱虫ペダル」
のエンディング「風を呼べ」のヒット
でも知られる。枚方市PR大使。メン
バーはボーカルの真戸原直人さん（中
央）、ベースの中原一真さん（右）、ド
ラムスの谷口奈穂子さん（左）。

アンダーグラフさん

ぽ
ん
す
け
さ
ん
「
恐
ら
く
結
核
で
星
ヶ
丘
厚
生

年
金
病
院
に
入
院
し
て
い
る
時
の
一
枚
。
病
院

近
く
の
川
で
撮
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
昭
和
31
年
）

プラムさん「天野川の
土手で土筆ゲット」
（昭和45年４月）

Ｙ
・
Ｇ
さ
ん
「
家
族
で
穂
谷
川
の
河
川
敷
を
散
歩
し
た

と
き
の
写
真
で
す
。
周
り
に
何
も
な
い
の
で
、
ど
の
あ

た
り
な
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
遊
び
に
行
っ
た

記
憶
は
あ
り
ま
す
。
お
ん
ぶ
し
て
く
れ
て
い
る
母
の
ス

カ
ー
フ
の
巻
き
方
が
、
映
画
『
君
の
名
は
』
の
『
真
知

子
巻
き
』
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
昭
和
37
年
頃
）

将和さん「ヤングプラザには『東洋
一のプール』をうたい文句に多くの
人が訪れました。芸能人のショーが
あるときはプール周辺の堤防やマン
ションにも多くの人が集まっていま
した」（昭和53年頃）

守
岡
瑞
穂
さ
ん
「
牧
野
に
あ
っ
た
ヤ
ン
グ
プ
ラ

ザ
は
妹
と
一
緒
に
父
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
波
の
プ
ー
ル
が
面
白
く
て
、
い
つ
ま

で
も
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
翌
日
に
弟
が
生
ま
れ

た
の
で
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
」（
昭
和
60
年
８
月
）

Ｍ・Ｍさん「枚方での花見は毎年ゴ
ルフアベニューです。レストランで
食事をしたり、おにぎりを持ってゴ
ルフを観ながら花見を楽しみまし
た。夜はライトアップされて素敵な
夜桜です」（平成８年４月）

Ｏ
さ
ん
「
大
正
生
ま
れ
の
両
親
の
金
婚
の

お
祝
い
を
杉
・
五
兵
衛
で
し
ま
し
た
。

子
・
孫
全
員
が
揃
い
、
秋
の
一
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
」（
平
成
２
年
11
月
）

ミワさん「れんげまつりとはいえ、れんげだけではな
く、チューリップや菜の花などさまざまな花が丹念に植
えられ、咲き誇っており、親子で楽しみました。今や
『にほんの里100選』に選ばれている穂谷ですが、今後
も穂谷特有の動植物が健やかに成長し、未来永劫美しい
景観が保存されることを望みます」（平成７年４月）

芝
ゆ
き
さ
ん
「
娘
の
５
歳
の
お
誕
生
日
会
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ば
か
り
の
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
し
ま
し
た
。
幼
稚
園

の
お
友
達
と
一
緒
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
写
真

は
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
（
今
は
？
）
で
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
後
、
こ
け
て
し
ま
い
び
し
ょ
び
し
ょ
に
。
念
の
た

め
着
替
え
を
持
参
し
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
、
思
い
出
に
残
る
一
日
で
し
た
」（
平
成
５
年
５
月
）

枚
方
ゆ
か
り
の
人

温かく迎えてくれた故郷でのコンサート
　

生
ま
れ
育
っ
た
枚
方
の
、
枚
方
市
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
結
成
10
周
年

の
２
０
１
０
年
10
月
10
日
に
行
っ
た
時
の

一
枚
。
デ
ビ
ュ
ー
し
た
く
て
離
れ
た
の
に
、

戻
っ
て
き
た
時
、温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
街
。 

故
郷
は
、
一
つ
し
か
な
い
か
ら
、
節
目
に

帰
っ
て
来
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
僕
ら
も
枚

客席いっぱいの観客と大いに盛り上がりました。
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み
〜
ん
な

枚
方
家
族

枚方家族み〜んな枚方家族み〜んな枚方家族み〜んな

家
の
中
や
前
で
の
ひ
と
コ
マ
。

建
物
や
家
具
、
家
電
製
品
に
時
代
が
表
れ
て
い
ま
す
ね
。

食
事
を
楽
し
ん
だ
り
お
祝
い
し
た
り
…
。

何
気
な
い
普
段
の
幸
せ
な
生
活
が
「
枚
方
家
族
」
の
姿
で
す
。

くまさん「夏の暑い日に『金太郎』を
つけてもらって、自宅の窓から帰って
きた家族を見つけて笑顔で迎えていま
す」（昭和33年、藤阪中町）

大
西
信
子
さ
ん
「
娘
３
歳
の
七
五
三
の
お
祝

い
。
着
替
え
が
終
わ
り
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
す
。

我
が
家
唯
一
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
の

前
で
」（
昭
和
56
年
11
月
、
桜
丘
団
地
）

Ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｙ
ａ
さ
ん
「
上
下
水
道
局
（
中
宮
浄
水

場
）
に
隣
接
し
て
い
た
中
宮
北
町
の
近
畿
財
務
局
枚

方
宿
舎
は
、
当
時
、
平
屋
で
一
棟
二
軒
の
建
物
で
し

た
。
そ
の
後
、
建
て
替
え
が
進
み
、
５
階
建
て
の
合

同
宿
舎
（
団
地
）
が
建
ち
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の

団
地
も
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
」（
昭
和
42
年
）

Hirotyさん「自宅前で新しく買ってもらった
自転車に３つ下の弟を乗せて悪ふざけ。弟は
無理やり乗せられたようで無表情でしたが、
買ってもらった自転車に乗れて、とてもうれ
しかった思い出が…」（昭和49年、高塚町）

ゆきさん「カメラが趣味の親戚に
撮影してもらうということで、当
時住んでいた香里団地の駐車場に止
まっていた車の前で、ハンチング帽
をかぶってポーズを決めています。
なぜ、あられを持っているかは今と
なっては不明です」（昭和52年頃）

伴晴香さん「香里団地の星形住宅に住んでいました。母によると、『大
阪市内に住んでいたが、出産を機に郊外に住もうと、当時大人気だった
香里団地の星型住宅に応募した。父の名前では当たらず、姑の名前を借
りて再度チャレンジしたところ、無事当選できた』とのことです。本当
はダメなことだったのかもですが、もう時効ですよね。それぐらい当時
憧れの住居だったんですね。写真は、リビングで、当時流行したフラン
スベッドのテクニカラーのソファベッドに、お気に入りのぬいぐるみを
いっぱい置いて撮影してもらいました」（昭和45年冬）

永
田
栄
子
さ
ん
「
現
在
の
国
道
３
０
７
号
沿
い
の
庭
で

す
が
、
ま
だ
３
０
７
号
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
ろ
に
見
え

て
い
る
の
が
津
田
中
学
校
の
唯
一
の
鉄
筋
校
舎
で
す
。

ま
た
、
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
三
輪

自
動
車
も
見
え
ま
す
」（
昭
和
40
年
12
月
、
津
田
元
町
）

奈
緒
さ
ん
「
三
姉
妹
の
末
っ
子
の
お
食

い
初
め
の
時
の
写
真
で
す
。
一
生
食
べ

物
に
困
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と
願
い
を
込

め
て
」（
昭
和
56
年
９
月
、
楠
葉
丘
）

高見彰彦さん「津田駅近く
の国鉄官舎で。物干し竿
を、Y字型の棒で上げ下げ
する。これだけ高いと大変
だ」（昭和28年10月）

ぽ
ん
す
け
さ
ん
「
母
（
故
人
）

と
私
で
自
宅
の
庭
に
て
。
裏

の
家
が
ま
だ
藁
葺
き
屋
根
で

し
た
」（
昭
和
31
年
、
上
島
町
）

ぽ
ん
す
け
さ
ん
「
会
社
の
健
康
診
断
で
結
核
に
罹
患
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
星
ヶ
丘
厚
生
年
金
病
院
で
入

院
、
療
養
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
決
ま
っ
て
い
た
結

婚
が
１
年
間
先
延
ば
し
に
な
り
ま
し
た
」（
昭
和
31
年
）
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　絵本作家。23歳から独学で絵を描き始め、
デビュー作「オオカミがとぶひ」で日本絵
本作家大賞を受賞。平成27年には「オレと
きいろ」がブラチスラバ世界絵本原画展で
最高賞に次ぐ「金のりんご賞」を受賞した。

ミロコマチコさん

　

高
校
生
の
頃
、
家
か
ら
徒
歩
１
分
の
蹉

跎
図
書
館
に
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
た
。
子

ど
も
に
混
じ
っ
て
夢
中
で
絵
本
を
読
み
あ

さ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
あ
れ
か
ら
20

年
、ま
さ
か
絵
本
を
作
る
側
に
い
る
と
は
。

私
の
心
の
本
棚
は
蹉
跎
図
書
館
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
で
で
き
て
い
る
。

枚方家族み〜んな枚方家族み〜んな

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
さ
ん
「
宗
左
の

辻
付
近
で
父
と
自
転
車
」

（
昭
和
33
年
７
月
頃
）

Ｙ
・
Ｇ
さ
ん
「
大
阪
市
内
か
ら
引
っ
越
し
て
間
も
な
い
頃
、
大
好

き
だ
っ
た
伯
母
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
写
真
で
す
。
当
時
、
家

の
周
り
に
は
ほ
と
ん
ど
何
も
な
く
、
現
在
の
穂
谷
川
清
掃
工
場
あ

た
り
ま
で
が
見
通
せ
る
ほ
ど
で
し
た
。
今
で
は
周
り
に
は
家
が

ぎ
っ
し
り
と
建
ち
並
び
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
学
校
も
建
設
さ
れ
、
風

景
は
一
変
し
て
い
ま
す
」
（
昭
和
37
年
頃
、
片
鉾
）

Ｍ
・
Ｇ
さ
ん
「
近
所
の
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
写
真
を

撮
っ
た
も
の
で
す
。『
福
助
堂
商
店
』
と
い
う
駄
菓

子
屋
で
、
リ
ン
ゴ
の
木
箱
の
上
に
駄
菓
子
を
並
べ
て

売
っ
て
い
ま
し
た
。
店
に
は
赤
電
話
が
あ
っ
た
り
、

パ
ン
や
牛
乳
・
ジ
ュ
ー
ス
、
缶
詰
も
あ
り
、
お
か
き

な
ど
は
計
り
売
り
で
し
た
。
昔
の
コ
ン
ビ
ニ
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
」（
昭
和
39
年
頃
、
新
之
栄
町
）

プ
ラ
ム
さ
ん
「
市
民
病
院
前
の

坂
を
バ
ッ
ク
に
屋
上
で
、
マ
マ

の
お
友
達
と
パ
チ
リ
」
（
昭
和

44
年
５
月
、
西
禁
野
付
近
）

Ｙさん「飼ってい
た鳥とともに」
（昭和52年頃、
甲斐田町）

ちょんさん「家族写真
（母・兄・姉・私）」
（昭和41年、上島町）

あ
っ
こ
さ
ん
「
父
と
の
休
日
の
ひ
と
と
き
。
自
宅
の
裏
庭
に
あ
っ
た

ブ
ラ
ン
コ
。
お
天
気
が
良
か
っ
た
の
で
、
二
人
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
、

父
が
ブ
ラ
ン
コ
を
こ
い
で
く
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
撮
影
者
は

母
。
両
親
と
一
緒
で
最
高
の
笑
顔
で
す
」（
昭
和
45
年
３
月
、渚
元
町
）

枚
方
ゆ
か
り
の
人

ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
で
い
と
こ
た
ち
と
。
春
休
み

や
夏
休
み
に
な
る
と
恒
例
で
遊
び
に
行
っ
た
。

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
に
夢
中
だ
っ
た
。

実
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
弟
と
。
こ
の
家
は
も
う
な
い

が
、
今
も
あ
る
光
善
寺
駅
前
デ
パ
ー
ト
の
壁
面
が

見
え
る
。
市
場
に
は
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
や
豆
腐
屋

さ
ん
が
あ
っ
て
よ
く
お
つ
か
い
を
頼
ま
れ
た
。

毎日のように通った蹉跎図書館

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
「
大
雪
の
日
、
大
喜
び
の
子
ど
も

達
と
雪
だ
る
ま
を
作
り
ま
し
た
。
自
宅
近
く
の

坂
道
も
雪
が
積
も
り
、
ス
キ
ー
を
し
た
い
く
ら

い
で
し
た
」（
平
成
６
年
２
月
、
黄
金
野
）

雲川令子さん「前の家か
ら持ってきた石臼でお餅
つきを楽しむ父と娘た
ち。宮之阪周辺では餅つ
きの音も珍しくなりまし
た」（昭和58年12月） Ｓ

・
Ｍ
さ
ん
「
50
年
前
の
夏
休
み
、
う
み
の
ほ
し
の
教
会

を
バ
ッ
ク
に
屋
根
の
上
の
弟
と
妹
を
撮
影
し
ま
し
た
。
こ

の
頃
、
夕
方
に
は
家
々
の
屋
根
の
煙
突
か
ら
風
呂
を
薪
で

焚
く
煙
が
昇
っ
て
い
ま
し
た
」（
昭
和
41
年
頃
夏
）
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22
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昭和 年
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30
1955

昭和 年
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33
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昭和 年
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41
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昭和 年
年

45
1970

昭和 年
年

46
1971

昭和 年
年

47
1972

昭和 年
年

48
1973

昭和 年
年

50
1975

昭和 年
年

51
1976

昭和 年
年

57
1982

昭和 年
年

元
1989

平成 年
年

5
1993

平成 年
年

7
1995

平成 年
年

10
1998

平成 年
年

17
2005

平成 年
年
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2008

平成 年
年
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2010

平成 年
年

26
2014

平成 年
年

27
2015

平成 年
年

28
2016

平成 年
年

29
2017

平成 年
年

●市制施行
府内12番目、人口4万人

●旧陸軍禁野火薬庫跡地に市民病院開院
病床数26、医師 · 職員合わせて21人

●東側に隣接する津田町を編入合併
現在の市域となる

●香里団地の入居始まる
総面積139万m2、5214戸で

「東洋一のマンモス団地」と注目される

●京都市伏見～中振間約20㎞を結ぶ
片側2車線の枚方バイパスが

8年にわたる工事を経て全線開通

●人口20万人超える

●枚方市民憲章制定
●市民会館大ホール完成

●本格的ショッピングモールの先駆け
くずはモール街オープン

●市立図書館が発足

●枚方市駅前再開発事業完成

●オイルショックの影響で
前年度中止となった「淀川まつり」が

第1回「枚方まつり」として復活

●大阪府内初となる
非核平和都市宣言を行う

●禁野火薬庫の爆発50年を機に
　爆発が起こった3月1日を
　「枚方市平和の日」に制定

●着工から15年に及んだ
　枚方市駅鉄道高架化工事が完了

●人口40万人超える

●市内全域でオゾンと活性炭による
　高度浄水処理水の供給を開始
　カビ臭はほぼゼロに

●輝きプラザきらら、
　中央図書館オープン

●新火葬場やすらぎの杜、
　東部清掃工場オープン

●第二京阪道路が全線開通

●全国43市目となる中核市へ移行

●硬式野球もできる
　ひらかた東部スタジアムオープン

●枚方T-SITE が枚方市駅前にオープン

●市制施行70周年

雲
川
令
子
さ
ん
「
戦
後
の
物
資
が
な
く
て
赤
ち
ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
に
も
不
足
し
た

時
代
、
３
カ
月
の
私
と
２
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
姉
、
教
員
だ
っ
た
父
、
そ
し

て
母
と
お
祖
母
ち
ゃ
ん
の
５
人
家
族
で
さ
さ
や
か
な
お
節
を
用
意
し
て
食
卓
を

囲
む
風
景
で
す
。
後
ろ
の
板
戸
に
は
14
年
の
禁
野
火
薬
庫
の
爆
発
で
飛
ん
で
き

た
と
い
う
弾
丸
の
跡
が
あ
り
ま
し
た
」（
昭
和
23
年
正
月
、
天
之
川
町
）

枚方市70年の歩み

ＣＫさん「母と一緒
に太巻きを作ってい
る写真です」（昭和
34年９月、楠葉丘）

Ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｔ
ｙ
さ
ん
「
叔
母
の
家
で
妹
と
従
兄
弟
、
リ
モ
コ

ン
も
な
い
懐
か
し
い
テ
レ
ビ
に
映
っ
た
元
祖
天
才
バ
カ
ボ
ン

は
当
時
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
親
戚
も
よ
く
集
ま
っ
て
わ
い

わ
い
夕
食
を
共
に
し
ま
し
た
」
（
昭
和
50
年
、
高
塚
町
）

萌々香さん「親子三
代、女ばかりでひな祭
りをお祝いしました。
ひな人形は母が小さ
いときに買ったもので
す」（平成14年３月、
楠葉丘）

　平成29年８月１日、市制施行70周年を記念して市民会館大ホールで上映された映画｢くらわんか！」の舞台あいさつ。
プロデューサーの難波利幸さん、主演の青木玄徳さんと赤澤燈さん、監督の石川二郎さん、伏見市長らが両手で枚方市の
形を表した三角形をつくりお客さんと一緒にポーズ。枚方市70歳の誕生日をお祝いしました。
左から難波さん、枚方市ひこぼしくん、赤澤さん、伏見市長、青木さん、石川さん、交野市おりひめちゃん。
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